
令和 6年度 第 11回理事会 

日時：令和 7年 3月 25日（火）：19：00～    場所：ZOOM（オンライン）  

参加者：理事：山下、磯野、大西、小林（司）、鈴木、高村、有泉、菊池、井村、上田、古屋、渡邊、平賀 

    部長：藤原、小林（泰）、瀧口、丸茂 

慶事： 0件 弔事： 0件    

施設数：151施設  会員数：925（施設会員 880/在宅会員 45）人（3月 23日現在） 

 

【磯野会長】 

会員数が 925 人になっていますが、新しく PT になった人が何人で、そのうち入会した方が何人なのか。PTは

もともと組織率が高いと思いましたが、今は会員にならない PT もいる。医師・看護師・薬剤師は所属を届ける

が、リハにそのようなものはないので実際に山梨に何人働いていてそのうち何人会員なのか分からない。 

今年度の事業報告や決算報告、次年度の事業と予算計画、財務の部長も大変だと思いまうすので、早めの準備

をお願いしたい。 

 

【審議事項】 

１．令和 7年 4月スポーツ理学療法部活動について（社会局 スポーツ理学療法部） 

 

【報告事項】 

１．2025 年度「地域ケア会議推進リーダー・介護予防推進リーダー養成研修」の開催について（業務推進局） 

２． 令和 6年度山梨県災害リハビリテーション支援関連団体協議会研修会報告 

令和 6年度第 3回リハビリテーション専門職団体協議会災害対策支援委員会会議報告（災害対策支援委員会） 

３．令和６年度 生活期リハビリテーション研修会 開催報告（訪問理学療法委員会） 

４．（がんリハ推進委員会） 

５．（地域包括ケア推進部） 

 

【事務管理局より】 

 ・来年度の事業計画（案）、予算（案）について、担当副会長に確認をしていただいている状況です。確認後、

事務局にてすべてを取りまとめ、4月の理事会にて報告させていただきます。 

 ・産業保健相談員募集について、士会員に募集し、5 人応募がありました。役員での選出の結果、山梨県立中

央病院 雨宮直樹先生と事務局から山下浩樹の 2名の推薦とさせていただくこととなりました。 

 ・今年度の事業報告について、中間監査の際に使用したデータに各局・委員会ごとに追記をお願いいたします

（原本のデータ保管場所：監事・理事・部長・委員長/理事会/2024年度/年度末報告/年度末監査用（原本）、

提出フォルダも同じ所でお願いします）。追記した部分は黒字に変更をお願いします。また、監事より「曜日

（月・火での統一）や時間（24時間表記での統一）を記載するように」とのご助言がありましたので、上期

分を含めて修正をお願い致します。提出は 4月 11日までにお願い致します。 

 ・年度末になったので 3月 31日に全部通帳に入れて計算して頂けらないので全部の通帳の金額を入れさせて 

頂きます。 

 

 

 

 



【産業保健相談員について】 

磯野会長：産業保健相談員の募集は県外も含めて 5人の応募がありました。県士会の事業で大きなものになる認

識を持っているかと思います。推薦の依頼が人数の指定がないので 2人選ぶということで、経験があ

る雨宮先生と事務局長の山下先生の 2名で実績を作って、理学療法士の存在意義をわかってもらって

相談員を増やしていきたい。今後、委員会を作って事業を進めていけるようにできればと思う。 

山下局長：3/9 産保保険事業を見学、新潟の士会独自での介入があり、歴史や実績もある。今回、食品会社の転

倒骨折事案の現場を見学して、環境やどのような運動が良いかの指導を行う。実際に転んだ場所や動

画を見させていただきリアリティがあった。協会としても再来年度に研修ができるようにすすめてお

り、中山先生が担当する。また、山梨県の研修などに来ていただければと思う。 

 

【日本理学療法士協会 協会長賞】 

・有泉副会長が受賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 審 議 】資料１                    

提出者 小林 幸一郎、古屋 伴仁  部局名 社会局 スポーツ理学療法部 

議 題 令和 7年 4月スポーツ理学療法部活動について 

内 容 

および 

提出趣旨 

スポーツ理学療法部では、4 月 1 日より各帯同チームへの活動を開始することになりま

す。総会前での士会活動であるため、理事会にて了承を頂きたい。 

提出資料 無 別紙  枚  資料番号等 

提出者の意見 
  

提出資料 無 別紙  枚  資料番号等 

主な意見内容

など 

参考：部員数 16名（R7.3.18） 

韮崎高校女子バレーボール部、U-スポーツクラブジュニアユースサッカー、山梨学院大

学野球部、東海甲府高校柔道部、東海甲府高校女子バレーボール部、帝京第三高校女子バ

レーボール部、吉田高校野球部、日川高校男子バレーボール部（試合のみ） 

結果 承認 

公開度 A（ 部長 ･ 委員長 ・ 代議員 ） B（ 会 員 ） C（ 一 般 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 報 告 】資料２                              

提出者 菊池信 部局名 業務推進局 

議 題 2025年度「地域ケア会議推進リーダー・介護予防推進リーダー養成研修」の開催について 

内 容 

および 

提出趣旨 

2024 年 11 月の理事会にて上記事業の今後の開催について議題が挙がり、協会へ問い合わ

せを行いました。先日協会より回答をいただきましたので、一部抜粋して以下に報告いた

します。 

＜回答＞ 

・本会は理学療法士の地域での活動を推進するため、来年度以降も推進リーダー研修を継

続する予定です。 

・2023年に各士会様へ推進リーダー制度に関する実態調査を実施しましたので調査結果を

添付いたします。 

・現在、本会の担当部会にて推進リーダー制度の今後の在り方について協議を進めており

ます。 

・協議結果に関する情報は、随時各士会様へご報告させていただく予定です。 

・現時点で決定していることとしましては、2027年度に制度の変更等を実施する予定とな

ります。 

以上から来年度も事業継続をしていく予定です。 

提出資料 有 別紙  枚  資料番号等 

提出者の意見 

添付資料を確認する限り、取得要件の難しさや取得後の運用方法に難渋している士会が多

くあることがわかった。今年度は 3 名の受講者があったため、今後も継続していきたいと

考えます。 

提出資料 無 別紙  枚  資料番号等 

主な意見内容

など 

・研修内容としていいものではあるが、推進リーダーの位置づけや価値がどうなのか。こ

れを受講したことでどうなるのか、協会が示してくれて、また参加者が必要性を感じるこ

とに繋がるのであれば継続する必要性はある。県士会で 3 名の受講に対してどうとらえる

のか。 

・研修内容はビデオを zoomで流して、受講生には顔出ししてもらいスタッフが確認する業

務になる。運用方法は県士会にゆだねられているので、今後 eラーニングにできるのか。 

・ビデオなど貸し出してみてはと話は出ている。2027年度の回答を待って検討。 

結果 事業としては継続していく。 

公開度 A（ 部長 ･ 委員長 ・ 代議員 ） B（ 会 員 ） C（ 一 般 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 報 告 】 資料３                                         

提出者 大野 了資 部局名 災害対策支援委員会 

議 題 
① 令和 6年度山梨県災害リハビリテーション支援関連団体協議会研修会報告 

② 令和 6年度第 3回リハビリテーション専門職団体協議会災害対策支援委員会会議報告 

内 容 

および 

提出趣旨 

1、 令和 6年度山梨県災害リハビリテーション支援関連団体協議会研修会報告 

日時：令和 7年 3月 15日（土）13:00～17:00 

会場：大木記念ホール 

内容：「リハビリテーション本部運営ゲーム（ＲＥＨＵＧ）」 

参加：ファシリテーターを含め 27名（医師、看護師、PT、OT、ST、介護福祉士、事務員） 

2、 令和 6年度第 3回リハビリテーション専門職団体協議会災害対策支援委員会会議報告 

日時：令和 7年 3月 18日（火）19:00～19:30 Web会議 

参加：ＰＴ士会：井村、萱沼、中山、伊藤、大野 

   ＯＴ士会：磯野、吉田、土橋 

   ＳＴ士会：赤池（洋）、中嶋、赤池（絢）、矢萩 

議題：令和 6年度事業報告・決算報告、令和 7年度事業計画案・予算案報告、その他 

提出資料 無 別紙  枚  資料番号等 

提出者の意見 

ＲＥＨＡＧ研修ついて 

研修内容は、事前にＤ‐スタッフ、Ｌ‐スタッフに必要な知識をｅラーニングで行い、当日 40 分程ＪＲ

ＡＴでの支援活動やＲＥＨUＧの概要説明があり、調整本部と活動本部に分かれて本部運営を実

施。研修会を通じて災害時支援を行うにも本部運営が要となるので、実災害時にどう動けば良い

か体験できた研修会でした。災害時には本部運営、支援を行うにも人員が必要になりますので、

多くの先生方に参加していただけるように周知していければと思います。 

提出資料 無 別紙  枚  資料番号等 

主な意見内容

など 

・リハの専門職団体で事業計画が示されなかったので、次年度の活動はどうなっているのか。 

→次年度の事業計画は、研修会の開催は 3 月 11 日頃を予定で、東日本大震災の頃に意識

が向くときに開催している。また、会議や防災訓練に参加を予定している。 

結果 報告の通り 

公開度 A（ 部長 ･ 委員長 ・ 代議員 ） B（ 会 員 ） C（ 一 般 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 報 告 】資料４                             

提出者 竹中 悠 部局名 訪問理学療法委員会 

議 題 
令和６年度 生活期リハビリテーション研修会 開催報告 

（山梨県リハビリテーション専門職団体協議会 訪問リハビリテーション委員会 主催） 

内 容 

および 

提出趣旨 

研修会名：令和６年度 生活期リハビリテーション研修会 

日時：令和７年３月９日（日）13：30～18：00  

場所：山梨県医師会館 

参加者：23名（理学療法士 14名、作業療法士４名、言語聴覚士５名）＊委員含む 

参加費：500円（資料代） 

テーマ：介護報酬改定における多方面連携について 

研修内容： 

①山梨県訪問リハビリテーション実態調査報告 

  訪問リハビリテーション委員会 渡邉 未来 氏 

②各専門職からリハ専門職との連携のポイント 

  訪問歯科の立場から  おざわ歯科医院 歯科医師 小澤 章 氏 

  歯科衛生士の立場から 山梨県歯科衛生士会 歯科衛生士 坂野 さおり 氏 

  管理栄養士の立場から 甲州リハビリテーション病院 管理栄養士 田中 友美 氏 

  言語聴覚士の立場から つゆき訪問看護ステーション 言語聴覚士 岡 大樹 氏 

             山梨リハビリテーション病院 言語聴覚士 萩原 由香 氏 

  療法士の立場から   湯村温泉病院 理学療法士 新井 則善 氏 

提出資料 無 別紙  枚  資料番号等 

提出者の意見 

 本研修会は、利用者様の暮らしを多角的に見る事の重要性を改めて感じる事が出来まし

た。訪問歯科の小澤先生からは、新設の口腔連携強化加算に係る口腔の健康状態の評価と

情報提供書の記載方法まで丁寧に教えて下さり、参加者の歯科との連携についての理解が

深まったのではないかと思います。また、利用者様の歯やお口の事で困っている事があれ

ば、訪問診療をしている歯科医または山梨県歯科医師会在宅歯科医療連携室に相談して欲

しいとの事でした。 

 訪問リハビリテーション委員会への要望や意見として、仲間づくりの機会を作って欲し

いとの意見が多く挙がりました。来年度の研修会では、気軽に相談や情報交換ができる仲

間づくりの機会を作っていきたいと考えています。 

提出資料 無 別紙  枚  資料番号等 

主な意見内容

など 

特になし。 

結果 報告の通り 

公開度 A（ 部長 ･ 委員長 ・ 代議員 ） B（ 会 員 ） C（ 一 般 ） 

 

 

 

 

 

 

 



【 報 告 】資料５                           

提出者 山田 洋二 部局名 がんリハ推進委員会 

議 題 【活動報告】第 1 回山梨県理学療法士会がんのリハビリテーション研修会開催報告 

内 容 

および 

提出趣旨 

・開催日時：令和 7年 3月 11日（火）18：30-20：30 ハイブリッド開催 

・会場：大木記念ホール 

・テーマ： 

がんリハビリテーションにおける維持期、緩和期での ADL 障害に対する臨床実践 

・講師 静岡県立静岡がんセンター 作業療法士 田尻 寿子 先生 

理学療法士 米永 悠佑 先生  

・参加者 64名（内訳 対面 13名、オンライン 51名） 

提出資料 無 別紙  枚  資料番号等 

提出者の意見 

主に進行がんを持つ方への理学療法、作業療法の臨床における考え方、実践内容につい

て具体的にご教授いただきました。研修会後の懇親会では多くの情報交換を行い、今後の

つながりをつくる良い機会となりました。補正予算を計上していただいたおかげで滞りな

く事業を執行することができました。誠にありがとうございました。 

提出資料 無 別紙  枚  資料番号等 

主な意見内容など 特になし 

結果 報告の通り 

公開度 A（ 部長 ･ 委員長 ・ 代議員 ） B（ 会 員 ） C（ 一 般 ） 

 

【 報 告 】資料６  

提出者 原 啓太 部局名 地域包括ケア推進部 

議 題 令和 6年度「地域理学療法研修会」の開催報告 

内 容 

および 

提出趣旨 

日時：令和 7年 1 月 30日 19：00～20：30 

会場：山梨県立大学 池田キャンパス 101講堂 

内容：地域理学療法に関わる現状、提言（磯野会長） 

   地域における理学療法士の活動紹介（笠井 PT、原田 PT、木村 PT） 

   グループワーク 

   まとめ、相談・お問い合わせ窓口の紹介 

提出資料 無 別紙   枚  資料番号等 

提出者の意見 

・士会員各位の地域理学療法への興味、関心を持っていただく為、提言・活動紹介を企画

し、地域理学療法研修会として実施しました。 

・上記日程通り開催し、参加者は 28名でした。 

・申請者に対し、認定、専門理学療法士更新 1.5点、登録理学療法士更新（区分 1-6  

地域包括ケアシステム）1.5ポイントを付与しました。 

・資料として、研修後のアンケートを提出します。併せてご確認をお願いします。 

提出資料 有 別紙  枚  資料番号等 

主な意見内容など ・特になし 

結果 報告の通り 

公開度 A（ 部長 ･ 委員長 ・ 代議員 ） B（ 会 員 ） C（ 一 般 ） 

 



【 報 告 】資料７   

提出者 原 啓太 部局名 地域包括ケア推進部 

議 題 令和 6年度「地域ケア会議推進リーダー・介護予防推進リーダー養成研修」開催報告 

内 容 

および 

提出趣旨 

日時：【介護予防推進リーダー】  

令和 7年 1月 24日（金）、1月 31日（金）両日共に 18：30-21：00 

【地域ケア会議推進リーダー】 

令和 7年 2月 7日（金）、2月 14日（金）両日共に 18：30-21：00 

会場：Zoom開催 

内容：地域ケア会議推進リーダー、介護予防推進リーダー取得研修会。 

受講資格：(1)山梨県理学療法士会員 （2）登録理学療法士取得済みの物 

（3）協会の e-ラーニング受講済みの者、または e-ラーニング受講免除登録者 

提出資料 無・有 別紙  枚  資料番号等 

提出者の意見 

・地域ケア会議推進リーダー、介護予防推進リーダーの養成研修会を開催しました。 

・参加者は 3名でした。全員、全日程の参加となりました。 

・参加者の 3名について、地域ケア会議推進リーダー、介護予防推進リーダー 

双方の登録となる見込みです。 

提出資料 無・有 別紙  枚  資料番号等 

主な意見内容など 特になし 

結果 報告の通り 

公開度 A（ 部長 ･ 委員長 ・ 代議員 ） B（ 会 員 ） C（ 一 般 ） 

 

 


